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富田林・寺内町へようこそ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご来場の皆さん、こんにちは。

午後のプレゼンテーションのトップバッターとして、大阪府南東部に位置する富田林市寺内町の江戸時代の美しい町並みをご紹介致します。

ご案内役は、地元でボランティアガイドを務めております奥谷直也と申します。

宜しくお願い申し上げます。






寺内町の町並み 
きり絵 近藤好幸氏 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ずは、富田林寺内町の町並みを見事な切り絵の作品でご紹介します。

２０年以上に亘り、切り絵で寺内町を描いておられる近藤好幸さんの作品です。



寺内町の町並み 
きり絵 近藤好幸氏 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０年以上に亘り、切り絵で寺内町を描いておられる近藤好幸さんの作品です。




アクセス 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
寺内町へのアクセスですが、大阪のベッドタウンにあり、とても便利です。

関西国際空港からはリムジンバスと電車を乗り継いで９０分。






大阪市内から３０分 

あべのハルカス 富田林駅 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大阪市内からは、日本一の高さを誇るビル「あべのハルカス」を擁するターミナルである、天王寺・阿部野橋から近鉄電車でわずか３０分で、富田林駅に到着します。





最寄駅から徒歩１０分 

案内石標 案内地図 (本町公園） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
駅から１０分も歩くと、時代劇のシーンへとタイムトリップしたかのような雰囲気の町に出会います。

坂道もなく平坦で、ゆっくりと歩いても一周１時間半で巡ることが出来ます。

建物の解説や道案内の標識などがよく整備されており、ガイドブックがなくてもお手軽な歴史散歩を楽しめます。
 




寺内町の魅力 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、町並みの表情をスライドで御覧頂きながら、富田林寺内町の魅力をご紹介します。




富田林寺内町（城之門筋） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
寺内町の魅力は、“江戸時代のお寺と重厚な商家の町並みが残る歴史的景観の美しさ、次に、落ち着いた町の佇まい。

コンビニとケータイショップが１軒もありません。




蔵のある風景 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、先人から引き継がれた歴史的町並みに今も人々が暮らしている生活の場であることです。




古民家を活用したお店 

蔵の中の喫茶店 木工家具店 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、空き家や空き店舗を再生させて、歴史的町並みに自然に溶け込んだ手作り感が溢れるお店の数々。





古民家を活用したお店 

Italian Cuisine 庭園 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お庭を眺めながら本格的なイタリアンを味わえる人気のお店もあります。



古民家を活用したお店 

紅梅蔵 陶芸工房 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうしたお店を巡ることで、町並み散策に愉しみと彩りを添えてくれます。





富田林・寺内町の成立 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富田林寺内町の歴史をご紹介しましょう。



∗戦国時代（１５６０年） 
 
 

 

 

富田林・寺内町の成立 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富田林寺内町は、話題の軍師・黒田官兵衛が播磨で活躍していた戦国時代の西暦１５６０年頃に、一向宗、今の浄土真宗の布教を目的に作られた宗教自治都市です。



興正寺別院（富田林御坊） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その中心になったのは、興正寺別院です。



土塁跡 

郡役所跡 山家坂 

富田林寺内町の探訪 17 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
戦国時代の当時の建物は残っていませんが、南北碁盤目状の通りや筋の町割と、外敵の侵入を防ぐ目的で町の周囲に巡らされた高さ約１０メートルの土塁は、戦国時代のままに残っています。



河内名所図会（１８０１年） 

富田林寺内町の探訪 18 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ニュータウンとして町が出来た戦国時代は、戦乱の世の中でしたが、織田信長と和睦を結び、安心と安全が保障されました。

商いの税金も免除されたことで、外から多くの人々が町に集まり、自由な往来と活発な交易で富田林寺内町は大いに賑わいました。
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町家の博物館 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
江戸時代初期から昭和初期までに建てられた寺院や商家の建物が建造当時の姿で約１８０棟が現存しています。まさに町家の博物館と呼べるでしょう。




酒造業 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富田林寺内町は、江戸時代から明治時代にかけて酒造問屋、木綿問屋、



酒造業・木綿商 

「天下一正宗」 （十津川屋） 木綿仕切帳 
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味醂醸造 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
味醂醸造、木材問屋、菜種油問屋などの豪商が軒を連ねて、南河内地方の経済の中心地として大いに栄えました。



代表的な建造物 
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興正寺別院 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
興正寺別院、




雨蓋瓦（山門） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
山門の屋根には、天女の雨蓋瓦が載っています。



旧・杉山家住宅（重要文化財） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国の重要文化財である旧・杉山家住宅などが代表的な建物です。




南葛原家住宅（三階蔵） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お城の建物を思わせるような、南葛原家住宅の珍しい３階建ての土蔵は、町のランドマーク的存在です。



町並み景観保存 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
幸いにも江戸時代から大きな火災がなく、第二次世界大戦の空襲も免れ、奇跡的に江戸時代の町並みが残りました。

このような貴重な歴史的町並みは、大阪府下では唯一の、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されています。




寺内町の町並み（昭和） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昭和４０年代後半に、歴史的町並みを保存するための学術調査が行われ、住民による保存会も発足しました。



寺内町の町並み（現在） 

富田林寺内町の探訪 30 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行政と住民が一体になった取り組みが現在まで続いています。



町並み景観保存 

鐘楼 （修理中） 鐘楼 （修理後） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されてから、歴史的建造物は建築当時の姿を保存・維持するために、外観修景が行われています。



町並み景観保存 

新築住宅 陶芸工房（改装） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域内の新築住宅では、周りの歴史的建造物に調和した外観や色使いになっています。



町並み景観保存 

じないまち交流館 観光案内 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
じないまち交流館と呼ばれるビジターセンター、街路灯や来訪者への案内標識なども整備されています。



町並み景観保存 

マンホールの蓋 意匠タイル（本町公園） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足元の路面には、歴史的建造物をデザインとしてあしらったマンホールの蓋も目を楽しませてくれます。




地域活性化 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富田林寺内町の人口は約千人、約４００世帯。今も多くの人々の暮らしが息づく歴史と伝統の町です。日本の他の市町村と同じように、少子高齢化を迎えた地域コミュニティーの再生、活性化が課題になっています。



新春初鍋めぐり（１月） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このため、歴史的町並みを活かして、地元住民や新たにお店を開いた方々が一緒になって地域活性化のイベントを企画しています。

新春の初鍋めぐり、



じないまち雛めぐり（３月） 

富田林寺内町の探訪 37 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
春の雛めぐり、



寺内町燈路（８月） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
夏の寺内町燈路、



来訪者の横顔 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
秋の後の雛めぐりなど、四季折々に定着したイベントには、多くの方々が訪れるようになりました。



来訪者の横顔 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通りに腰を下ろしてキャンバスを構えて、町並みを心ゆくまでスケッチされている方もたくさんお見かけします。



来訪者とのふれあい 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
来訪者の方を見かけると、住民の皆さんはさりげなく挨拶を交わし、道を尋ねられた地元の中学生が熱心に道案内に応えるような、失いかけた日本の温かいおもてなしの心遣いが伝統的な町に息づいています。
 




立ち寄ってみたいお店 

陶芸工房 
 

珈琲ショップ（紅梅蔵） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１０年前には、わずか３軒のお店しかなかった寺内町ですが、今では３０軒近くまで増えて活気が戻ってきました。

また、職人やアート関係の人たちが寺内町で活動していることで、独特の味わいや深みも戻ってきました。




立ち寄ってみたいお店 

アロマセラピー 
 

世界各地の雑貨 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
寺内町を好きになって外から来られたそれぞれの店主が、空き家や空き店舗を活用して、この町の良さを理解しながらユニークで手作り感あふれる店舗を構えています。





ガイドツアー（町歩き） 

城之門筋 興正寺別院 

富田林寺内町の探訪 44 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年１１月には、南河内地方の豊かな自然や食文化との調和を目指した寺内町のイベントが１ヵ月間、開催されました。

寺内町が楽市楽座で栄えたことにちなんで、「楽食楽まち　じないまち」と名付けられたこのイベントには、多くの来訪者の方々に足をお運び頂きました。




ガイドツアー（古民家） 

茶事・茶室 スイーツカフェ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
古民家の中で伝統的な茶道、陶芸、フラワーアレンジメントなどを体験したり、



Ｓｗｅｅｔｓ 

 

 

富田林寺内町の探訪 46 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地元の食材を使った料理やスイーツを食べながら、まち歩きを楽しむ特別企画は、男女、年齢を問わず大きな人気を博しました。

来訪者の方々からは、大阪市内からわずかな時間で来られる所で、一年間を通して手軽に歴史的町並み散策を楽しめる場所であることに高いご評価を頂戴しました。




ゆったりとした時の流れ 

富田林寺内町の探訪 47 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 
富田林寺内町には、都会の喧騒を忘れて、懐かしい、ゆったりとした時間が流れています。

この町の魅力は、“歴史的町並みの景観美、安らぎ、そして愉しみ”の調和です。寺内町をそのままの形で見て頂くことが一番の観光と考えています。
 




 
ユネスコ世界遺産に登録？？ 

 

２０ＸＸ年Ｘ月Ｘ日 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いつも私がボランティアガイドの終わりにお伝えすることがあります。

個人的な望みではありますが、いつの日か、富田林寺内町が、お隣の奈良県今井町と一緒に、「寺内町ブランド」で、ユネスコ世界文化遺産に登録されることを期待しています。
 




寺内町の町並み 
きり絵 近藤好幸氏 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多くの方々が富田林寺内町に魅力を感じて頂いて、足をお運び頂きますことを楽しみにしております。

今日、この会場でプレゼンテーションをお聴き頂きました皆様に厚く御礼申し上げます。また、事前準備に際して、ご協力頂きました関係者の皆様にもこの場を借りまして御礼申し上げます。




 
 
 

ご清聴ありがとうございました。 

じないまちボランティアガイドの会 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は御静聴どうもありがとうございました。
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